（別紙）「宝塚市立幼稚園の適正規模及び適正配置に関する基本方針（案）」に対するパブリック・コメント手続きに基づく意見募集の結果一覧表

・意見の募集期間　　平成28年(2016年)5月2日(月)～6月1日(水)

・提出意見件数　　　170件（122人）

	№
	頁
	行
	市民等からの意見
	市民等からの意見の採否及び理由
	市民等からの意見を受けての見直し結果

	1
	1
	14
	（P1「適正規模の考え方」…小規模化が進んだ幼稚園・小学校について）
・中山五月台幼稚園は非常に高台にあり、他の園に統合されると坂道が多く通園も困難と思われる。資料から１学級２０人以上、複数学級が望ましいとあるが、当地域は小学校も少人数になる傾向なので、同じ建物に合併し、「特区」として「山の上」の幼稚園、小学校となれば異なる年齢の交流もできて、兄弟の少ない昨今、子ども達の影響も良かれと考える
・中山五月台幼稚園は、中山台で唯一の市立の幼稚園であり徒歩で通える只一つの幼稚園です。お山の中で自然とふれあい、隣の小学校とも切り離せない幼稚園です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

幼小交流など小学校にとっても、とても重要な幼稚園です。
	【計画案のとおりとします】
小学校においても同様に適正規模・適正配置を進めており、幼稚園と同様に小規模校への対応について、今後、具体的な検討を進めることとしています。
	

	2
	2
	8
	（P2「適正配置の考え方」…中山五月台幼稚園の閉鎖について）
・中山五月台幼稚園を閉鎖しないでほしい。中山桜台幼稚園も閉鎖して、中山五月台幼稚園も閉鎖されたら、ここに住む子ども達は、どこに行ったら良いのか？

	【計画案のとおりとします】
本市では、幼稚園への就園を希望する幼児が公立又は私立のいずれかの幼稚園に就園できるよう、公立幼稚園の定員等を決定しています。

今後の適正配置についても同様に、幼稚園への就園を希望する幼児が公立又は私立のいずれかの幼稚園に就園できるよう、適正な配置を進めようとしています。

　なお、私立幼稚園就園奨励費により、私立幼稚園へ就園された保護者の所得に応じて補助金を交付しており、私立幼稚園への就園に伴う保護者負担の軽減に努めています。
	

	3
	3
	4
	（P3「既に小規模化が著しい園」…中山五月台幼稚園に関する具体的な計画策定について）
・中山五月台幼稚園がなくなると子供達はどこに入園させたらいいのですか。その交通手段は？安全性は？適正規模・配置は誰にとっての適正か、市の都合の良い様に決めないで下さい。
・桜台地区、五月台地区に公立幼稚園がなくなるのは遺憾です。山手台の開発が進んでいます。長尾幼稚園だけでは受け入れは難しくなると思います。ひばりガ丘幼稚園に代替をとの案があるようですが、馬鹿げています。市は机上の空論では困ります。幼稚園の特色、住民（子ども）の声にもっと耳を傾けてほしいです。小学校の統廃合より幼稚園を先に進めるのはおかしな話ですね。国の少子化対策とも相反している気がします。
	【計画案のとおりとします】
本基本方針（案）の策定に当たっては、平成26年度に知識経験者や公私立幼稚園の園長の代表者、保護者の代表者を含む「宝塚市幼稚園教育審議会」を設置して、公立幼稚園の適正規模・適正配置について諮問し、答申を得ており、その後、関係部署の課長級以上の職員で構成する「宝塚市立幼稚園等のあり方研究プロジェクト」により、具体的な施策について検討を重ね、教育委員会の会議に諮り、基本方針（案）を策定しました。

幼児教育を含む学校教育は、一定の園児数や学級数があることにより、子どもが集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、一人ひとりの個性や能力を伸ばすことから、一定の園児数や学級数が必要です。

このように、子どもの育ちの視点から検討を重ね、その結果を踏まえた上での適正規模及び適正配置となっています。

なお、本基本方針（案）に係る考え方は、宝塚市幼稚園教育審議会答申に基づくものです。
	

	4
	全般
	
	（中山五月台幼稚園存続にかかるご要望について）

・五月台幼稚園は身近に自然があり、子どもがのびのび育つ幼稚園です。この幼稚園を無くしてしまうと地域に子どもが少なくなって寂しくなります。五月台幼稚園の存続をお願いします。
・山や木に登り、自然をたくさん感じられる幼稚園がなくなってしまうのはもったいないです。また徒歩で通える公立幼稚園がなくなると私立しかないということになります。どうか五月台幼稚園存続を強く希望いたします。
・五月台幼稚園は山に囲まれ自然豊かな場所に立地しています。子どもたちは園のすぐ裏にあるお山に親しみ、お山で遊ぶことで沢山の経験とそれによる学びを得ています。あの場所に今まで通り五月台幼稚園を残して欲しいというのが一番の希望です。
・五月台幼稚園は自然に囲まれた素晴らしい環境にあり、鳥の声が当たり前のように聞こえる中で育つ幼児期が、必ず人間形成に素晴らしい影響を与えてくれるだろうことと思います。全国的にも子どもの数は減少しており、高齢化の進むこの地域ではそれが顕著に表れているのも事実です。しかし、これからの世代を担っていく子どもたちの教育に力を入れることは決してマイナスなことではなく、長い目で見れば地域の為、日本の為となると思います。是非再検討くださいますようお願い申し上げます。
・五月台幼稚園に通っている保護者として、こんなに自然にあふれ、また触れ合える園が無くなってしまうのは、現在の子どもたちにとって、教育で大切なものを奪われてしまうと思います。子どもたちにとって自然といつも共に生活し成長する、大切な教育の場を奪わないで下さい。お願いします。
・今は歩いての通園で、身体にも良いし、交通ルールも覚えるし、いいことばかりですが、徒歩通園出来なくなる園まで通わないといけないのは、正直残念です。自然がいっぱいの中山五月台幼稚園を、これからも残していけるようにして欲しいです。どうかよろしくお願いします。
・自然に囲まれて、のびのびと楽しく孫が通園しております。とても評判の良い幼稚園です。この地域に公立幼稚園がひとつもなくなるというのは、どうしたものかと思います。
・中山五月台幼稚園に通っています。下の子どもたち（２歳と０歳）２人おりますが、その子たちにも通わせたいと思っていますので閉園になっては困ります。経済的にも公立幼稚園の方が通わせやすいですし、現在通っている子どもも、とても楽しくのびのびと集団生活を送ることができ、とても中山五月台幼稚園を気に入っているからです。
・４月から中山五月台幼稚園に息子を通わせています。自然、緑に囲まれた子どもたちにとってとても恵まれた環境です。お山の幼稚園なくさないで
・中山五月台幼稚園は中山台ニュータウン（主に中山台、桜台、五月台）に住んでいる子どもたちが坂道を歩いて通っています。もし廃園になると、この地域の公立幼稚園に通いたい子どもたちはどこに通うのでしょうか。歩いて通える公立幼稚園はありません。

地域の方対象の意見交換会をしていただきたいです。
・中山五月台幼稚園が、もし閉園される様なことがあれば、近隣となると長尾幼稚園になり、通園方法は車許可がおりるのでしょうか。たとえ理論上は単学級に欠点があったとしても、小学校も一緒に行けるお友達と、幼稚園の時から通わせたいです。入学後の登下校の歩く練習も、２年間を通してこの幼稚園の集団登降園で学ばせて頂いています。

個人的な理由ばかりで申し訳ありませんが、どうか無くさないで欲しいと切に願っています。宜しくお願いいたします。
・中山五月台地域は団塊の世代が多く少子高齢化率が進んでいる現実ではありますが、だからこそ小さなお子さんは地域の宝であり希望です。

緑に囲まれ空気のおいしいこの地で子育てをしたいと願う子育て世代の思いを知ってください。子どもさんの人数が少なくても、幼稚園、小学校、中学校は住民にとって大切な心の拠り所でもあるのです。この地域の未来のためにも中山五月台幼稚園の存続を要望いたします。
・中山桜台に住んでいます。中山五月台幼稚園を考えていて、徒歩圏内で行ける公立の幼稚園はここしかありません。できれば中山五月台幼稚園は残してほしいです。もし、残せないのであれば、一番近い公立幼稚園は長尾幼稚園なので、バスなどの配慮があればと思います。また、公立の３年保育が増えれば、状況はもっと変わってくると思います（五月台幼稚園をぜひ３年にしてください）
・確かに中山五月台幼稚園は現在、年少・年長共に単学級となっています。方針案の中でも公立幼稚園は複数学級が望ましいとありました。しかしこの地域に徒歩で通える公立幼稚園は中山五月台幼稚園たったひとつとなっています。それをなくすということは、この地域に住んでいて、これから公立幼稚園に通園させようと考えている方々の選択肢を奪うことになるのではないでしょうか。
・適正配置に関して、左岸側に４園というのは、７園から３園減らすことですよね。その場合、私たちの住んでいる五月台は山の上ということもあり、他の公立幼稚園に通うことが徒歩では困難です。車で通う、もしくはバスで…。下に子どもがいる場合などはもう私立に通うしかありません。

現在、確かに１学年１学級で適正規模には適合していませんが、五月台幼稚園はほかの幼稚園より車で通いやすいですし（交通量が少ない）、モデルケースとして３年にして給食を出す等、特色を出せれば、やり方しだいでは人を集めることも可能かと思います。小学校と隣接しているし、小学校の空き教室も沢山あるので、そこで給食を食べるというのもいいのではないでしょうか。ただ五月台幼稚園、小学校共に危険地域だという話もありますので、この際桜台小学校と五月台小学校を合併して（それこそ狭い地域に２つ小学校はいらない）元々の桜台幼稚園を建て替えしても良いのではないでしょうか。桜台幼稚園を３年保育、給食あり等ご検討よろしくお願いします。話し合う場を設けて頂けると幸いです。
・中山五月台幼稚園では大変お世話になり、自然あふれる素晴らしい環境のもと、心も体も強くして頂いたと感謝しています。小学校との連携により、子どももスムーズに小学校生活になじむことができました。また、色んな子どもたちが一緒に関わり合えるのも、公立幼稚園ならではの良さであったと思います。求める声がある限り、存続の方向へいっていただきたい。よろしくお願いします。
・中山台ニュータウンも高齢化が進む一方、少子化も進んでいるのは間違いない事です。そこで、私たちはこの山のまちが「若い人たちに魅力を感じて居住してもらいたい」といろいろ努力しています。清潔で、安全で、安心して暮らせるまちづくりを目指して頑張っています。適正規模、適正配置は理解できますが、中山台ニュータウンから幼稚園がなくなることは子どもたちを幼稚園難民にすることに等しいと思います。また、幼稚園が遠い所になれば通園も大変になり、保護者も苦労するのは目に見えています。

中山五月台幼稚園は、山の上という場所柄空気も澄んでいて、緑も多く環境面でも大変恵まれています。子どもたちにとって、この様な環境で幼稚園生活を送れるのは嬉しいことであり、大事なことだと思います。

以上の観点から、中山五月台幼稚園は是非とも存続して頂きたいと思います。
・ここの地域には、五月台幼稚園しかなくて、五月台幼稚園がなくなると子育て中の私達にとってとても困ります。すぐ隣に小学校があって交流があり、とても子ども達にとってもいい経験が出来ていると思っています。

こんなにも自然に触れて幼稚園生活を送れる幼稚園は他にはないと思います。
・長尾幼稚園に通園することになれば、徒歩での通園は子ども達では無理であるように思います。保護者のお母様方もみなさんが車の運転をされる方ばかりではないので、通園バス等ない限り、この中山五月台・桜台地域からの通園は、子ども達にもお母様にも厳しい様に思われます。中山五月台幼稚園の存続を何卒お願いいたします。
・近くの五月台の公立幼稚園を存続してほしいです。

まず、子どもが小さいうちは近い幼稚園に行く方が、親も安心だし、送迎の時間も短くて済み、良い点があります。

中山台ニュータウンが、世代が高齢化しているのに、若い世代の人が増えなくなると思います。
・五月台幼稚園は山の上にある幼稚園で、ここがなくなると、一番近い公立の幼稚園は長尾幼稚園になりますが、園児が通園にかかる時間や坂道である事を考えても無理だと思います。五月台幼稚園の閉鎖は反対します。
・幼稚園が登校するのに家から近いので、五月台幼稚園がなくなると困ります。家が山の上で坂道が多いので、家の近所に幼稚園があると助かります。
・お山を利用した自然の中で育む保育、地域の方々が来園してくださり、お山の先生をして下さり、日本の伝統的な遊びのコマを教えて下さるコマ先生などを教えて下さる機会をたくさん作って下さる五月台幼稚園を是非存園してください。徒歩で通える貴重な幼稚園です。
・中山五月台幼稚園がなくなると徒歩で通える公立の幼稚園がなく、困るので存続してほしいです。
・五月台幼稚園は、自然に囲まれたとてもいい環境の幼稚園で、独特のお山や木など、今の子ども達に特に必要だと思う自然の環境や、ほしぞら幼稚園などのイベント、公立ならではの連携も図れる幼稚園で、この付近では唯一の幼稚園なので絶対になくなっては困るので、存続を望みます。お願いします。
・私はずっと宝塚市に住んでいて、幼い頃は中山五月台幼稚園に通い、たくさんの事を学ばせて頂きました。思い出もたくさんある幼稚園なので、これからもずっとあり続けてほしいと願います。
・五月台幼稚園はここに住む地域唯一の公立幼稚園です。桜台幼稚園も平成８年に廃園になり、唯一の公立幼稚園がなくなってしまうのはどうかと思います。隣に五月台小、近くに桜台小があり、幼小交流もされていて、小学校に上がる際スムーズに学校に通うことができていると思います。小規模園の良さもあるのも市の方々にも分かっていただけたらと思います。自然豊かな場所で他の幼稚園ではやれない行事を五月台幼稚園は子どもにさせてくれました。公立幼稚園の良さも十分あるので、近くに私立幼稚園があり、小規模著しい園だから適正配置するために五月台幼稚園をなくすという考えはしてほしくないと、一市民ですが思いました。
・中山五月台幼稚園には、園舎の北側にお山があります。子ども達は、そのお山を存分に生かし日々遊んだり学んだりしています。普段の生活の中では体験できない貴重な体験をさせていただいています。このすばらしい環境をなくしてしまうのは残念でなりません。何とか、この地域の自然を活かしながら、子ども達が安心して過ごせる施設になってほしいです。この問題は、子育て世代だけの問題でなく、この地域の町づくりの基盤となる課題です。
・自然の中でのびのび成長し、皆で星を見たり、畑を作ったり、隣の五月台小学校との交流も多く、この幼稚園にしかできない貴重な経験がたくさんできました。４歳、５歳でのこの経験は、これからの子ども達の成長に大きな糧になり、心豊かな子に育つと信じています。五月台幼稚園が今後も存続できますよう、お願い申し上げます。
・中山五月台幼稚園は、幼稚園の園庭も広く、裏には貴重な「自然のお山」があります。園児が２年間かけて体力をつけ、お山の上まで行けるようになると、やまびこが返ってくるような山です。園児が自然の中で色々なことが学べる貴重な幼稚園だと思っています。どうか残して頂きたいと思います。
・五月台幼稚園には、山があり緑に囲まれ、最近では体験する機会が減っている自然に触れ合える素敵な幼稚園なので、絶対に廃園にしないでください。
・廃園予定の１つとして、中山五月台幼稚園が候補とされているとの事ですが、確かに今は園児数が少なく、単学級となっていますが、高齢者が多いこの町もいずれかは高齢者が減り、その分若い世帯の人たちが増えると思いま。その時のためにもぜひ、中山五月台幼稚園を残しておいてほしいと思います。五月台幼稚園が無くなれば、子どもの数がさらに減り、五月台小学校や近くの小学校、中学校まで影響を及ぼすと思います。自然豊かな環境で子育てができる事を宝塚市の魅力の一つとするなら、この五月台幼稚園はぜひ残すべきだと思います。
	【計画案のとおりとします】
本基本方針（案）に基づき策定する実施計画によって、具体的な計画を策定する予定としており、現段階では基本的な考え方を示したものです。

	

	5
	全般
	
	（基本方針（案）全体について）
・人数が少ないからという理由で廃園するのならば、ただ人数が入力されたデータを見て判断しただけで、何も子供達の事、またそこに生活する子育て世代の事は考えない宝塚市になって残念というか、何の為に宝塚市立の幼稚園が作られたのでしょうか。

・園児数、学級数という数字の上だけで統廃合を進めて良いと、本気にお考えになっておられるのか。4歳、5歳児の通える範囲・地理的なもの、私学に通わせる経済的な負担、公立幼・小・中の連携、地域での幼児から青年期までの一貫した子ども育成、自然を取り入れたお山の幼稚園としての教育内容、それらを考慮することなく、数のみで統廃合を判断されようとしておられるのか。

地域と繋がった形で地域の中で子どもが育っていくことが子どもの安全にもつながること、まちづくりにもつながることを考えると、安易に園児数、学級数のみで判断することは危険であり、将来に悔いを残すことになるのではありませんか。

・適正配置の際、保護者が重視する各幼稚園の持つ地理的な特性も尊重していただきたい。幼児教育センターの設置により、教育内容の共有が行われたとしても、その幼稚園の立地場所が教育内容の質に与える影響、また立地場所故に実施できる教育内容までは標準化することまではできないからである。適正配置を議論する上で、幼稚園と地域がこれまで育んできた地域資源、保護者の評価も念頭に置いた議論をお願いしたい。

・資料のうち、市立幼稚園に関するアンケート結果によると、市立幼稚園を選択する理由として、「自宅から近い」という理由がトップであり、統廃合の結果、自宅から遠い幼稚園に行かざるを得ない子どもが増える可能性が大きくなります。幼稚園教育への期待も、友達関係の基盤、小学校との連携などが上位に挙がっていることを考えると、適正規模を念頭に適正配置を考えることは、地域の中で子育てをという保護者のニーズから離れるのではないかと考えます。適正規模とは、誰にとっての「適正」なのかが大事であるとかんがえます。

・「望ましい園児数、学級数」ではなく子どもに合った公立幼稚園を複数の中から親が選択出来るようにして欲しいです。

・子どもの少ない園は廃園に持っていかれるという危機感を持ちました。勿論、幼稚園の運営には、沢山の予算が必要です。しかし、中山台地域の中に、公立幼稚園がなくなるということは、若い世代が入ってこず、地域の活性化は期待できず益々、少子高齢化に拍車がかかるのではないかと、危惧しています。私立は３歳児から入れて、通園バス、給食、居残り保育、放課後の各教室等々もあり、保護者には魅力なのかもしれませんが、「近所の友達と手を繋ぎ、汗を一杯かきながらも、自分の荷物は自分で持ち、自分の足で歩く」　保護者も「近所でお互いに連絡を取り合い協力できる」・・・公立幼稚園には、そんな魅力が沢山あると思います。

・今、五月台幼稚園は小規模園となっていますが、桜台幼稚園が廃園になったことで、中山台１～２丁目の子供たちが通いたくても遠いので五月台幼稚園に通えない、と多くが私立幼稚園に流れていました。

中山台ニュータウンの中で端から端の校区を考えると、全員が通える場所は桜台幼、小学校の方だと思います。私立に流れてしまっている世帯も、桜台に統合することで、徒歩圏内という事で通う人数は増えるはずです。

中山台ニュータウンは少子化になっても２つの学校を統合すれば生徒数も問題なく集まるはずです。しいて言えば立地的に五月台ではなく桜台に統合すれば全区域で選択の幅を広げられると思います。

・宝塚市の財政状況も非常に苦しいものがあります。行政内部においても職員に対しても厳しい処遇を強いていることがあることもあり、一方では大規模な構造物への投資があります。いろいろな矛盾の中でまた、大人の都合で将来を担う幼児教育の場に手を突っ込んでくるのは如何なものかと思う。幼児教育は非常に重要と考えており、その教育が出来る場は幼稚園です。地域には適正人数云々ではなく、公立幼稚園は絶対に必要です。小規模園にはアットホームで異年齢が仲良く過ごしていける良さや魅力がたくさんあります。他方、預かり保育や延長保育といった制度面についてのフォローをすることにより、保育園に入れたいとお考えの保護者、待機児童が問題となっている現状についても有効な方法ではないかと考えます。適正人数で気がかりな園に対しても存続への方向性も見えてくるのではないかと思います。

・現在の幼稚園がある地理的環境、立地条件の良さを充分考慮に入れたうえで決めていただきたい。園児数減少で存続の対象になるかもしれない中山五月台幼稚園は、周囲を山々に囲まれ、子供が遊びの中から、楽しみながら自然観察力、体力を身につけることができます。中山台、五月台、桜台は山の上という立地条件であるため、もし幼稚園がないと送り迎えに山を上り下りすることになり、体力、時間のロスが大きく、ゆったりとした親子の対話の時間が減ってしまいます。今、人とのコミュニケーションを上手に取れない若者が増えてきている事は、幼児期、家庭内での対話が少なくなってきている事に原因があると、私は思います。

・少人数で適正規模に満たないからといっても、我が子の様に安心して入られる園がなくなってしまうのは、障がいを持っていたり、小さな子を連れた方にとってとても大事であるということをご理解いただきたいです。

・環境整備など、計画の論点が不足している。今後、廃園が先行し、後に混乱する可能性がある。

・私の息子は良元幼稚園に通っていました。少人数クラスでしたが、少人数ならではの良さ（お互いの顔が見える、異年齢の密度の濃い交流ができる等）がありました。「学級の望ましい人数」とありますが、他幼稚園との合同授業などでカバーできないでしょうか。通う幼稚園が遠くなることにより、保護者の送迎の負担も気になります。

・現状の１２園を７園（西谷を除けば、武庫川右２、左４の６園）にする事が結論的にまとめてあるが、現状のおよそ２分の１にすることによる不利益が生じる（通園方法が問題、あらゆる時間の問題、経費の問題など）ことには反対します。統合（新設を含む）によって生じる問題点の解決方法を明らかにして、園児が通園しやすくなる方策を考えて実行願いたい。６ページの幼児教育センターなどは教員の受け皿であって、何も役に立たないと考える。要は特色のある園を作ることが肝要です。

・今の中山五月台幼稚園がもしなくなったとしても、五月台地区に、幼稚園は必要だと思います。幼稚園がなくなるということは、子育て世代が生活しにくくなり、ますます高齢化も進んでいくと思います。よろしくお願いします。

・一学級当たりの人数や複数学級などの数字で決めずに、地理的なことも考慮して頂きたいです。

・公立幼稚園の利用者が減少しています。それについては、共働き世帯の増加による保育園の利用者の増加、私立幼稚園の教育内容の充実化等による場合が大きいと考えられます。

方針案の中でも私立幼稚園・保育所に通う人数が記載されており、その人数の増加が著しく指摘されていると感じます。私立幼稚園・保育所の利用者増加には、３年保育・長時間の預かり保育等の利点が公立幼稚園より大きいことが考えられます。今現在、公立幼稚園では預かり保育も実施されていることから、あとは３年保育を１園でも多く実施することができれば、公立幼稚園の利用者の増加も見込めるのではないでしょうか。

現在の五月台幼稚園には確かに園児は少ないかもしれません。しかしこれから増えるような努力もできるはずです。

現在通園されている保護者の方も、今回の方針案には不安を持っている方が多くいらっしゃいます。私もその一人です。

幼稚園の裏にある「お山」は園児たちにとって大切な学びの場であり、貴重な遊び場であります。また地域にいらっしゃる多くのボランティアの方々とも交流の盛んにおこなわれていると感じます。そのボランティアの方々はリタイアされた世代の高齢の方が多く、この中山台ニュータウンにおける若い世代と高齢者との交流の場であることは間違いありません。

今回この方針案が出たことにより、たくさんの方々にご意見をいただきました。皆さん、快く応えて下さり、この地域に公立幼稚園が必要であることのご意見をたくさん出してくださいました。

今からこの地域で誕生する赤ちゃんにも、五月台幼稚園のもつたくましさ、素晴らしさを残していきたいと考えています。

現在の場所での存続が難しいというのであれば、何か私たち子育て世代が納得できるよう代替案を出していただきたいです。そのための説明会などがあるのであれば、参加したいと考えております。

この地域に住む多くの方々が望む公立幼稚園の存続を切に願っております。

・自分の住んでいる地域で幼稚園に通え、子育てができること。中山台は山の上にあり、下におりる公立幼稚園を探すのも、通うにも難しいこと経済的にも公立でないと、と思う人はたくさんいます。つぶすことだけ決めないで。私立では難しい人、地域の場所、次の幼稚園の難しさ。今ある幼稚園を残すためのいい考えなどあればと思います。

・適正配置…本当に適正なのでしょうか。書面上の数字だけではなく、必要としている子どもとその家族を第一に考えてほしいものです。

又、そうして頂けることを切に願ってやみません。

・少子化の現在、幼稚園が減少するとさらに市内の少子化が進む。私の住む地域では、高齢者が多く、若い人たちは少ない。しかし、一世代のピークが去り、土地や住宅を売りに出されており、少しずつ新しい家、家庭が入られてきている。

宝塚の魅力は都心にも近く、おだやかな田舎っぽさもある所で、子どもをゆっくりとのびのびと育てられる環境だと思う。しかし、幼稚園が減少するとなるとその魅力も減り、ますます若い世代は都心に移っていくと思う。また、新しい分譲地域も拡大され、子どもが増える地域も予測される。今ある幼稚園やさらに拡大した幼稚園が必要になると思う。

・徒歩で通園できる市立幼稚園が地域に１園しかない場合、需要が少なくても存続してほしい。もし廃園されるなら他園（市立）への通園バスの実施など検討していただきたい。市立幼稚園への通園が困難になってしまった幼児が全員私立に入園できるとは考えにくい（経済的な理由などで）。

・少子高齢化が進む中、益々子どもの居場所がなくなる気がします。このままでは宝塚に移り住む若い世代が減少する、もしくは若い世代にとって住みにくい町になると思います。

・五月台・桜台の人たちはどこの幼稚園へ行けば良いですか。長尾とか距離的に遠くてほとんどの方が無理だと思います。私立の幼稚園もありますが、幼稚園を選ぶ時に、私立しか選択肢がないって、かなり不公平だと思います。公立、私立の選択肢があるのが当然のことだと思うからです。五月台幼稚園をなくす前に、今ある幼稚園の場所を移動させることを考えていただけますか。
・１学級あたりの望ましい園児数について、特別支援を要する児童が増えている事も考えれば、もう少し少人数でもいいのではないか。子どもの数が減少していくという事を見込み、統廃合を進めるというのは、第二子、第三子を出産する事への不安を大きくさせるのではないか（出産したものの、３歳、４歳になった時には希望の園が統廃合の対象になっていた、では困る）。

・公立幼稚園が統合されてしまうと、徒歩で通園できなくなってしまう園児がたくさん出てきます。幼児が、園まで自分の足で歩いていくという行為は、体力の発展、自信をつける、という面でも教育の一環としてとても大切なことだと思います。
また統合先の園が、将来自分が通学することになる小学校と離れていく場合、折角の幼小連携による”小学生になることへの憧れ”が半減するのではないかと心配です。
・身体測定や年長時のプールは小学校の施設を使わせてもらう事が出来ました。また、月に１回の良元っこ遊ぼうデーでは、将来自分の先輩になるお兄さん、お姉さんと遊ぶことが出来ましたし、オープンスクールでの交流もあり、小学校進学に向けて不安を取り除く意味でとても助かりました。また、小学校側の生徒さん達も、年代の違う子供たちと遊ぶことが減った現在、近所で顔を見たことのある小さい子たちと遊ぶことは大変有意義であると思います。

・少ない人数では教育面で出来ないこともあったりするのでしょうが、逆に少ない人数だからこそ出来ることもあると思いますし、なにより、少人数園は、保護者同士の交流が密になるので、子供たちが進学してからも、付き合いが長く続いたり、お互いに助け合ったりすることができ、育児のストレスから大幅に解放されたと思っております。

・人数だけで幼稚園を廃園するのは、かえってその地域に若い世代の方々が移住しなくなり、街が益々高齢化していくのではないでしょうか。

・少人数の園をなくすのではなくて、まだ必要とされている方々がおられるうちは園をなくさなくて良いのではないかと思います良元幼稚園は少人数ですが、その分年長、年少の仲も良く、保護者も仲良しで、良元小学校とのつながりもあります。
園児にとっても、隣に小学校があるというのは、小学生になる夢をもてることができるし、保護者も安心です。
・働く女性社会進出の昨今、フルタイマー正社員ではなく、パート勤務を望む層（専業主婦含む）の幼稚園存続希望の人たちが、学校、幼稚園との理解、協力に大きな役割を社会的に果たしていることも大いに加味してほしい。

・子ども人口減については、幼稚園でなく幼保一本化のこども園のように、将来にわたるグランドデザインの中で考えてほしい。

・高齢化の進む地域に子ども施設を作って若い世帯を呼び込みたい。

・２０数年前、桜台幼稚園が廃園になりました。その時も市は居住の動向などから割り出して、五月台１園にしても大丈夫、としたのではないでしょうか。その結果多くの待機園児が出ました。今回の予測も必ずしも正しいとはいえないのではないでしょうか。無くしたものは簡単には復活できません。安易な予想で地域の子たちの大事な行き場所を無くさないでください。

・公立に入れないかも、という不安から仕方なく私立に決める方もいますので、入園申込者＝入園希望者とは限りません。本当の「親・子育て支援」とは、上記とは逆の目立たない地味な、けれどとても大切な作業です。そして公立こそが税金を充て（利益だけにとらわれず）その大切な子育てをしてくれる場でなければならないと思っています。

どうか簡単に公立を減らさないでください。

・子どもの数の減少と園児数の減少も必ずしもイコールではなく、人気園では概ね安定した応募があることを考えれば、公立園も方法如何で増員すると想定でき、その点も議論の余地があると思います。
	【計画案のとおりとします】
幼児教育を含む学校教育は、一定の園児数や学級数があることにより、子どもが集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、一人ひとりの個性や能力を伸ばすことから、一定の園児数や学級数が必要です。
このように、子どもの育ちの視点から検討を重ね、その結果を踏まえた上での適正規模及び適正配置となっています。
また、私立幼稚園就園奨励費により、保護者の所得に応じて補助金を交付しており、私立幼稚園への就園に伴う保護者負担の軽減に努めています。

この他、保育所における待機児童の解消等のため、預かり保育を充実するようご要望がありますが、保育所等では、0歳児から2歳児に待機児童が集中しており、幼稚園の年齢層である3歳児以上については、待機児童はごく少数です。

したがいまして、公立幼稚園における就労支援としての預かり保育の需要は非常に少ないものと考えています。既に現在では、午後5時までの預かり保育を全園で実施しています。
その他のご意見は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。
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	全般
	
	（基本方針全体）
　各地域の幼稚園は地域の子育ての核として機能してきた現状があり、廃止することによる地域社会への影響は甚大であり、統廃合ありきではなく、区域の変更や区域外利用の促進等により、幼稚園を核とする地域の子育て機能を活用する方向で検討をお願いしたい。
	【計画案のとおりとします】
市立幼稚園の就園率は約20％であり、その他の約80％は私立幼稚園や公私立保育所等に就園又は入所されています。また、市立幼稚園への就園児数は年々、減少しており、今後も同様の傾向は続くものと予想しています。

こうした状況のなか、市教育委員会では、幼児教育センターを設置して、市立幼稚園を含む全ての就学前幼児の教育・保育の充実や子育て支援に対応する方向で検討を進めており、公立幼稚園が担ってきた子育て支援の核としての機能を、この幼児教育センターで担っていこうとするものです。
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	（基本方針（案）…地域や利用者のニーズについて）
・育児のニーズを最もよく知っている母親が、仲間と共にその地域に根差したサービスをその地域で創出していくことで、その地域は確実に活気づく。そして、そんな動きが刺激を受け、主体的に地域にサービスを創出していく保護者も後に続いている。方針（案）が狙いとしている「就学前教育の充実」にも寄与する持続的なサービスを地域の保護者自らが産み出し得ている地域があることを指摘しておきたい。

・地域のニーズは地域に暮らす人が最も良く知っている。そして、中山五月台地区では、幼稚園をきっかけにそのニーズに応えるサービスを提供できる人を産み出し得た。児童数には反映されないが、地域社会において、重要な機能をもちうる幼稚園があるということも、考慮にいれた判断をお願いしたい。

・適正配置については、左岸・右岸でなく通いやすさも考慮して、中山台ニュータウンに１か所というように考えてほしい。
	【今後の施策展開の参考とします。】
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	（P2「適正配置の考え方」…通園できる区域などについて）
・現行の幼稚園区域を所与とするのではなく、現存する幼稚園からの一定距離に居住する子どもの数を勘案し、境界線（区域）そのものの見直し、または区域外の家庭への情報提供強化した上での議論を希望する。

・校区外からの通園が可能であるという情報が十分に行き渡ることで、当該幼稚園に距離的に近い校区外からの通園者が増えることが見込まれる。中山五月台幼稚園に通える地域を、山手台の北側にまで拡大するか、その地域からでも通える中山五月台幼稚園があるという情報を広げ、心理的な負担も減らせるような対策（例えば、住宅を購入する際に、五月台幼稚園の存在も通知するなど）を進めることで、五月台幼稚園の就園希望者数は増加すると考えられる。
	【計画案のとおりとします】
　現在、市立幼稚園では、園区（小中学校での校区に当たるもの）の設定はなく、市内のどこからでも通園していただくことが出来ます。

　また、園児募集における募集要項においても、全ての園から通園可能な園を選択していただくこととしています。

　なお、各市立幼稚園の園児数の将来推計については、例年、それぞれの市立幼稚園に通園する園児の住所地等を参考としています。
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	2
	8
	（P2「適正配置の考え方」…公立幼稚園と私立幼稚園の違いについて）
・様々なシチュエーションを考慮されての右岸2園、左岸4園だとは思いますが、右岸に公立幼稚園は２園のみは少なすぎると感じます。統廃合後離れた所からの通園となると、もともと体力増進のためでもある、親子手をつないで歩いて通園、というこのかけがえのない時間も、自転車通園などとなり、本来の意味合いと変わってくると思いますし、現時点での幼稚園施設には駐車スペースなども確保が難しいのではないでしょうか。安全面でも心配です。

・適正配置の考え方について、私立幼稚園と市立幼稚園では需要が違うと思うのですが、「私立幼稚園の立地状況を考慮」する必要はあるのでしょうか。市立幼稚園を１２園から７園にすることにより、本当は市立幼稚園に通わせるのを理想としている家庭が、保育所や私立幼稚園へ通うことになることは懸念されないのでしょうか。
	【計画案のとおりとします】
　本市の就園希望者の受け入れについては、義務教育である小中学校のように、市内全ての児童生徒の受け入れを想定したものではなく、公私立幼稚園が連携して就園希望者の受け入れを行っています。したがいまして、全ての幼児を公立幼稚園で受け入れするものではありません。
そのため、私立幼稚園就園奨励費により、保護者の所得に応じて補助金を交付しており、私立幼稚園への就園に伴う保護者負担の軽減に努めています。
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	全般
	
	（基本方針全体…計画の進め方に関する利用者への説明について）
　義務教育中の進学先くらいは考えて家族計画を考えている中で、突然の話に未就園児を持つ親としては困惑しています。今生まれている子ども達に影響が無い期間の余裕をもって、統廃合の発表をしていただくように希望します。
	【計画案のとおりとします】
　私立幼稚園は、全ての園で3年保育を実施しており、公立幼稚園は2年保育を実施しています。したがいまして、3年保育への就園を検討する2歳児段階で、該当する地域にお知らせするよう、具体的に計画を策定します。
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	1
	14
	（P1「1　適正規模の考え方」…「1学級当たり20人程度」という人数の目安について）
　審議会の「１学級当たり20人程度」と方針の「20~35人」ではニュアンスに違いを感じる。計画の20人は下限、30人は上限のようだが、答申の「20人程度」は望ましい基準であり、下回ってはならないという意味には受け取れない。地域の状況や子どもの環境、子育て世代の負担等を考慮すれば、廃園するとしてもバス送迎などの環境整備も絶対必要条件であり、環境が整えられないまま20人の下限にこだわることは方針の柱である「子どもたちが望ましい教育を受けるため」にはならない。
	【計画案のとおりとします】
　審議会では「20人程度」との答申を受けましたが、関係職員で構成する「宝塚市立幼稚園等のあり方研究プロジェクト」では、「20人以上」が望ましい1学級当たりの園児数としています。

　本基本方針（案）では、この「20人以上」を採用し、定員などを定めた宝塚市立幼稚園の定員などを定めた、宝塚市幼稚園規則との整合性を図り、20人から30人或いは35人としました。
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	（P2「適正配置の考え方」…私立幼稚園の存続状況について）
廃園に当たって、私立幼稚園の配置も考慮しているが、私立幼稚園が将来も安定的に経営されるのか根拠がない。定員の32.5％や53.1％の私立幼稚園があり、少子化で今後、事業から撤退する可能性がある。こうした中で私立幼稚園を廃園の条件として考慮することには問題がある。
	【計画案のとおりとします】
　将来に渡る私立幼稚園の存続状況については、一企業体であることから、行政側が確約できるものはありませんが、少なくとも、現存する私立幼稚園については、一定期間は存続するものとして適正な配置を考えています。

　なお、こうしたことも含めて、本基本方針（案）は5年後を目途に、園児数の減少も含めて、その時の状況を見極めながら、本基本方針（案）の見直しを行うこととしています。
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	10
	（P3「基本方針の点検・見直し」…一旦閉鎖された市立幼稚園の復活について）
　5年後に見直しとあるが、状況によっては復活も考慮されているのか疑問がある。一旦閉鎖した施設を再使用する場合は、費用がかかる。事実上、復活は困難では？
	【計画案のとおりとします】
　平成8年度に廃園した市立幼稚園を平成12年度に再開した経過がありますが、今後、何らかの事情により、就園対象人口が激増し、その時の既存園での受け入れが困難な場合は、別途対応について検討が必要であると考えています。
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	全般
	
	（基本方針全体…基本方針（案）に関する視点について）
行財政改革の一環で議論することは視点を誤る。子どもや市民の立場から論議すべき。広報たからづか6月号では、幼稚園の配置・規模の適正化が行財政改革の目玉の一つになっている。この視点では廃園しかない。よりよい子育て支援をどうするのかを考えるべきである。
	【計画案のとおりとします】
　この「宝塚市立幼稚園の適正規模及び適正配置に関する基本方針（案）」の策定に当たっては、平成26年度に知識経験者や公私立幼稚園の園長、保護者、市民委員等で構成する「宝塚市幼稚園教育審議会」を設置し、「適正配置・適正規模による教育環境の充実について」で議論し、答申を受けてまとめています。
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	（P3「適正配置の進め方」…良元幼稚園の閉鎖とまちづくりに関する視点について）

　私たち夫婦は結婚を機に宝塚市に住むことになり、住居を探す条件として子育てを念頭、幼稚園、小学校が近いことを挙げました。良元幼稚園が良元小学校の近くになければ、小林に住むことはなかったと思います。幼稚園を減らすという事は、子育て世代が住む場所も限定されるという事です。良元幼稚園横に合った「川西高校良元校」がなくなり、校舎一つ分の土地が空いています。幼稚園をなくす方向でなく、駅近・平坦・大型ショッピングセンターあり・小学校が隣接という立地の良さを有効活用して幼保一貫の「こども園」にするなど、どうすれば住み良い宝塚になるかを考えるべきだと思います。そして、子育て世代が特定の地域に密集しないようにしていくのも、行政の仕事だと思います。
	【計画案のとおりとします】
　居住地を検討する際の重要な要件のうちの一つとして公共施設や教育機関の有無が挙げられます。
　しかしながら、教育機関には、教育効果が十分に発揮できる環境が必要であり、そのことが設置目的を達成することになります。
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	全般
	
	（基本方針全体…幼稚園の適正規模「20～35人について」）

幼稚園の適正規模は２０～３５人とありますが、本気で子ども一人ひとりの個性に寄り添った教育を全力で行うなら、望ましい園児数はどの学年（歳児）においても最大で２０人程度と感じます。先生方も自身の能力不足を疑われかねないので適正な園児数について正直に提案できない現況はないでしょうか。
	【計画案のとおりとします】
一定の園児数については、宝塚市幼稚園教育審議会からの答申について、具体的に検討を重ねた「宝塚市立幼稚園等のあり方研究プロジェクト」のまとめを参考として、望ましい園児数を定めました。
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	全般
	
	（基本方針全体…就学前教育の充実について）

　全ての子どもたちに対して、インクルーシブ教育には大いに賛成します。子どもの特性によって就園の可否が左右されることは好ましくありません。幼稚園（就学前施設）は地域社会の縮図です。多様な人の在り方を幼少期から自然と習得する好機と考えます。
	【今後の施策展開の参考とします。】
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	2

3
	8

4
	（P2「適正規模の考え方」、P3「今後の進め方」…宝塚市幼稚園教育審議会答申について）

・1学級の人数が書かれており、望ましい学級数もあるが、中山五月台幼稚園は、1学級20人以上であり、単学級である。これは3ページ（１）の小規模化が著しい園にもあてはまるが、（３）園児数の減少に応じて取り組む園にもあてはまる。しかし内容を読むと、（１）と（３）とでは大きく違うと思うので、市としてどちらにあてはまると思われているのか、お答えいただきたい。

・適正配置の考え方で「全ての地域の子どもたちに、等しく、望ましい幼児教育を行う観点から～」とあるが、中山五月台幼稚園の立地状況、私立幼稚園の立地状況を考えても統廃合するのは等しい教育を受ける権利が奪われてしまうと思う。実際、２年前五月台幼稚園に来られて説明を受け、立地状況も見ていただけたのではないのか。お答えいただきたい。

・宝塚市中山台、桜台、五月台は市内の中でも住まいが山の中にということもあり、徒歩での移動がなかなか困難にあります。車を持っている家庭も多くありますが、車をもっていることを前提として考えるのは間違っており、ここ五月台幼稚園だからこそ通園できる家庭もあると思います。人数が減少しており、義務教育ではないけれども、そうした声に応えていくことも大切なことではないでしょうか。


	【計画案のとおりとします】
　本基本方針（案）に基づき策定する実施計画によって、具体的な計画を策定する予定としており、現段階では基本的な考え方を示したものです。
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	（P1「適正規模の考え方」…「1学級当たり20人以上」を望ましい園規模とする考え方について）

「適正配置」の根拠となっている「適正規模」について、「１学級当たりの園児数を２０人以上とすること」とあるだけで、基本方針のどこにも、なぜ２０人以上なのかの説明がありません。学年複数学級の理由については、答申書から引用した説明が載っていますがここでは論外とします。

答申書には、「単学級の幼稚園では、子ども同士が学年の枠を超えて触れ合うことのできる小規模園ならではの良さはあるものの、複数学級と比較すれば同年齢の子ども同士の刺激が少ない」とあります。これが、「適正規模」２０人以上の説明となっているようです。つまり、２０人以上であれば、「同年齢の子ども同士の刺激」が多くなる。

①答申書は、「小規模園ならではの良さ」を認めています。その「良さ」とは何でしょうか。具体的にお聞きしたいものです。「良さ」の中には、「子ども同士の刺激」は含まれないのでしょうか。

②「小規模園ならではの良さ」を共有し、さらなる高みへと進めていこうとはせずに、なぜ「統廃合」へと飛躍するのか、納得できません。

③「子どもの刺激」は、多少で計れるものでしょうか。いやいや、多い少ないと図ることができるものでしょうか。２０人以上であれば刺激が多くなり、それ以下であれば少なくなるなんて考え方が、教育にふさわしい理論といえるでしょうか。教育委員会ならびに審議会の委員のみなさまも、本気でそんなことは思ってはおられないと考えますが、いかがでしょうか。少人数であっても、豊かな刺激を受けることは、十分にあり得ます。多少ではなく、豊かかどうかではないでしょうか。

④「子どもの刺激」は、同年齢の子どもから受けるだけではありません。小さな動物、名もなき草花、おもちゃ、風、雨、雪、山などなどから、子どもは豊かな刺激を受けます。感受性の元となる刺激を受けます。なぜ、人数にこだわるのか、理解に苦しむところです。

以上、「適正規模」の説明が、おおよそ教育論とはほど遠い「理論」となっています。

従って、１２園から７園とする「適正配置」も根拠のないものとなっています。「基本方針」は撤回すべきと考えます。
	【計画案のとおりとします】
小規模園の良さについては、きめ細かい対応が出来ることなどが挙げられますが、子どもの育ちの観点から見た場合、一定の園児数や学級数があることにより、子どもが集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、一人ひとりの個性や能力を伸ばすことから、一定の園児数や学級数が必要であると考えています。
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	4
	（P3「今後の進め方」…計画策定にかかる地域への周知について）

　廃園が決まった場合どれくらい前もって知らせて頂けますか。またどの立場の方がどのような観点で計画を策定されますか。適正規模・適正配置の基準に適合しない地域の住民の意見は取り入れていただけますか。
	　市立幼稚園を12園から7園まで縮小する場合、5園が廃園となりますが、具体的な時期等については、今後策定する実施計画に盛り込む予定としており、本基本方針の公表後、速やかに策定作業を進める予定としています。

　該当する幼稚園対しては説明会を開催する予定としています。詳細については、実施計画策定後にお知らせする予定としています。
	

	21
	2
	8
	（Ｐ2「適正配置の考え方」…中山台の通園事情について）

　徒歩圏内に公立の幼稚園がなくなるというのは少し疑問を感じます。また、中山五月台の地区から他の公立の幼稚園に通う事になれば徒歩では難しい所になるので、車通園、自転車通園、もしくは園バスが利用可能になる事はあるのでしょうか。この山の上で唯一の公立幼稚園が廃園となれば、同じ地域に住んでいながら同年代の子との交流の場、地域の方とのかかわりがなくなってしまうのは淋しいです。

この地域でも少子高齢化が進んでいる中、幼稚園児の姿をただでさえ見る事が少なく益々高齢化が進んでしまうように感じます。


	【計画案のとおりとします】
　市立幼稚園につきましては、昭和40年代から1小学校1幼稚園を配置するよう整備を進めてきた経過がありますが、昭和58年以降、少子化の影響を受けて、順次、統廃合を進め、最大で21園あった市立幼稚園が平成8年度には11園にまで減少してきた経過があります。こうした既に市立幼稚園が廃園になった地域において、市立幼稚園に就園する場合、保護者に送迎していただいていますが、園長に届け出をすれば、車等での通園を許可しています。
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	（Ｐ2「適正配置の考え方」…公立幼稚園の配置と通園手段の検討について）

　中山台地域は、既に１園閉園しており、うちの子どもは小学校区外の幼稚園でお世話になっております（１人卒園、１人在園）。今、子どもが通っている幼稚園も閉園になった場合は、どうしたらいいのでしょう。市より他の園へ通うための通園バスを出してもらえるのでしょうか。削減を進めていくなら、該当幼稚園に通わせている保護者、入園を考えている保護者、地域の方などと、しっかり話し合いの場を持って、意見を聞いてください。よろしくお願いいたします。色々事情もあると思いますが、各ブロックに１つは公立幼稚園を残して頂けるよう、ご配慮ください。
	【計画案のとおりとします】
　適正配置を考える場合、原則として、市内の7ブロックを基準に検討を進めることとしますが、一方では、私立幼稚園の設置状況を併せて総合的に判断することとなります。

　市立幼稚園への通園手段については、原則として保護者による送迎を想定していますが、本パブリック・コメントでいただいたご意見ご要望については精査し、今後、実施計画の策定時に参考とします。
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	全般
	
	（基本方針全体…「保・幼・小・中連携」について）

　「宝塚市教育振興基本計画」の中に宝塚市立幼稚園の案内がありました。その中には「保・幼・小・中連携」とありましたが、もし五月台幼稚園がなくなるとしたら、幼稚園が一つもないのに連携というのは難しいのではないでしょうか。また、方針案の中では「人数が少ないとお互いの刺激が少ない」という考えも記載されていましたが、少人数制の良さというのはあまり重要視されていないのではないかと思いました。

公立幼稚園では、私立幼稚園では難しいとされる、特別支援児童の受け入れも積極的に行っていると感じます。もしこの地域に公立幼稚園がなくなれば、幼稚園教育を受ける公平性にも偏りが出るのではないかと思います。
	【計画案のとおりとします】
　本市が進めている「保・幼・小・中連携」の「幼」は、私立幼稚園も含めた幼稚園を指します。これは、保育所までも含んで、全ての就学前児童は、必ず義務教育である小学校へ就学します。この小学校との連携の対象は、公立幼稚園だけではなく、私立幼稚園や公私立保育所等も含んだ就学前施設全体を指しています。

　また、配慮の必要な幼児については、現行制度上では、公立幼稚園での受け入れが中心となりますが、適正配置を進めるに当たり、配慮の必要な幼児の受け入れについては、慎重に検討していきます。
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	（P2「適正配置の考え方」…公立幼稚園と私立幼稚園の区別について）

　３年保育・弁当・園バス・預かり保育の延長・クラブなど全てを私立と同じにする必要はないと思います。私立と市立の区別化をして市立の良いところは残しアピールしてほしいです。私は私立幼稚園に通わせたいとは思いません。しかし今の市立幼稚園がなくなれば、歩いて行ける市立幼稚園はありません。市立の幼稚園に通いたいのに、住んでいる場所によって、通える幼稚園がないというのは公平さに欠けるのではないでしょうか。適正配置の考え方に「幼稚園の就園を希望する幼児が公立又は私立のいずれかに就園できるよう」とありますが、市立の幼稚園と私立の幼稚園は全く別のものと思います。
	【計画案のとおりとします】
本市の就園希望者の受け入れについては、義務教育である小中学校のように、市内全ての児童生徒の受け入れを想定したものではなく、公私立幼稚園が連携して就園希望者の受け入れを行っています。したがいまして、全ての幼児を公立幼稚園で受け入れするものではございません。

そのため、私立幼稚園就園奨励費により、保護者の所得に応じて補助金を交付しており、私立幼稚園への就園に伴う保護者負担の軽減に努めています。
	

	25
	全般
	
	（基本方針全体…「右岸に2園、左岸に4園、西谷に1園」という適正配置の考え方・進め方について）

・右岸に2園、左岸に4園、西谷に1園、計7園とすることが適正であると数字を挙げているが、統廃合する園は既に決まっているのか。数字が先に出るのではなく、一つ一つの園について慎重に検討した結果、残る園の数が出てくるものではないか。

・基本方針（案）の中で分からなかった点があるので詳しく教えてください。

○12園から7園（右岸側に2園、左岸側に4園、西谷に1園）を適正配置とした詳しい経緯

○適正規模・適正配置の進め方にある（１）～（３）の具体的な計画とはどういうことをさすのか

○市として今後、公立幼稚園をどうしていこうと考えているのか（全園3年保育、全園こども園、園数を減らしていき最終的にはなくす…）
	【計画案のとおりとします】
○　就学前児童の人口比が、右岸側１に対して左岸側が2であることと、私立幼稚園の設置状況や保育所等への入所状況等を総合的に勘案し、さらに、市内をまちづくりのための7つのブロックを原則として適正な配置について検討した結果、12園から7園とすることとしました。

○　今後、この基本方針を具現化するための実施計画を早期に策定する予定としています。その実施計画の中で具体的な計画を示す予定としています。

○　現在のところ、公立幼稚園の配置を7園とし、3年保育については、施設設備の整っている園から、早期に実施できるよう、関係部局とも協議を進めています。
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	1
	11
	（P1「適正規模の考え方」…文部科学省によるアンケートについて）

　幼稚園の各クラス適正人数についてですが、対象となる人数を把握するためのアンケートが、全国の公市立幼稚園の園長・教諭の「10％」というのは、あまりに少ない数字ではないでしょうか？
	【計画案のとおりとします】
　平成23年8月に文部科学省が実施した調査結果ですが、全国の10％はサンプル数としては、傾向をつかむことができる数値に当たります。
	

	27
	全般
	
	（1学級当たりの人数に関する考え方について）

「平成２８年度市立幼稚園園児募集について」を見ると、そもそもいくつかの園の募集人数は学年複数学級を目指す人数設定ではない状況にあります。設定そのものが少なくなる状況が複数年つづくことで当該年齢幼児の保護者が市立幼稚園存続に関する不安を抱き、結果として更に応募を控えたとの意見もあります。基本方針が制定される以前に適正化が図られ、結果として更なる適正化を迎えようとしているようにも見受けられます。市として今日まで地域の保護者や地域コミュニティとの協議を行われ、そもそもの募集人数減少の決定に至ったのかをご説明ください。
	【計画案のとおりとします】
　市立幼稚園の定員及び1学級の園児数については、宝塚市立幼稚園規則に規定しており、定員については、毎年、5月1日現在の住民基本台帳の住所別、歳児別人口から、私立幼稚園への就園児及び公私立保育所への入所児を差し引いて、公進率等から算出した推計値に基づき、7月の教育委員会の会議で決定しています。

　また、1学級あたりの園児数につきましては、当該規則第3条第2項において、歳児別に園児数を定めています。

　この定員が翌年度の入園児募集の園児数となります。

　この過程で、地域や保護者、コミュニティとの協議は行っておりませんが、園児募集後、結果として定員を超える応募があった場合などは、ＰＴＡからの要望やご意見をお伺いすることもあり、過去、定員を変更して受け入れを行った経過もあります。
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	3
	4
	（P3「今後の進め方」…スケジュールについて）

・「早期に統廃合を進める」とあります。本基本方針が５年後を目途に見直す、との記述もあることから、「早期」とは具体的に基本方針施行後どのくらいの期間をもって進む計画を策定されると考えればよいでしょうか。またその際に各園に登園する園児への影響（例えば転園の可能性など）についてお教えいただけますでしょうか。

・「小規模化が著しい園」は本基本方針（案）の施行に伴い、早期の統廃合に向けて進む、と理解すればよいのか、（３）「園児数の減少に応じて取り組む園」よりも短期間ではあることも鑑みながら、一定期間の確認を経た上で、早期の統廃合に向けて進む、と理解すればよいのか、どちらでしょうか。

・“早期に統廃合を進めるよう具体的な計画を策定する”とありますが本基本方針が５年後を目途に見直す、との記述もあることから、“早期”とは具体的に基本方針施行後どのくらいの期間をもって進む計画を策定されると考えればよいでしょうか。
	【計画案のとおりとします】
　既に小規模化が著しい園については、早期に統廃合を進めるよう具体的な計画を策定することとしており、本基本方針の策定後、時期も含めて速やかに実施計画として具体的な計画を策定することとしています。
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	1
	（P3「今後の進め方」…具体的な計画策定について）

　策定するとの表現を鑑み、各園に登園する園児や登園を検討する段階にある園児や保護者への影響（例えば将来的な転園の可能性など）についてお教えいただけますでしょうか。
	【計画案のとおりとします】
　本基本方針の策定後、時期も含めて速やかに実施計画として具体的な計画を策定することとしていますが、この実施時期につきましては、既に就園を控えている2歳児には影響が出ないような配慮は必要であると考えています。
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	全般
	
	（公立幼稚園統廃合による待機児童発生のおそれについて）

公立の幼稚園を無くしてしまうということは、やはりこの地域（中山五月台）の親子にとってはとても残念なことのように思う。そして、公立幼稚園を無くしてしまうことで更に待機児童が増加してしまうのではないかと思う。
	【計画案のとおりとします】
　現在、市立幼稚園の定員充足率は約53％です。このことによる待機児童は発生しないと見込んでいます。
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	全般
	
	（公立幼稚園の存在意義について）

維持を望む最も大きな理由に、公立園に子どもを通わせていた者の実感として、公立園には普遍的な存在意義があるということがあります。幼児教育の大切さを考えれば採算性だけで答えを出せる問題ではなく、宝塚市の繁栄のためにも必要な投資であると考えていただければと思います。
	【計画案のとおりとします】
公立幼稚園を全園廃止する方針ではございません。7園は存することも、本基本方針に盛り込んでおり、公立幼稚園の存在意義は十分に認識し、将来に継承すべきもと考えています。

　また、こうしたことは、公立幼稚園だけではなく、私立幼稚園や公私立保育所も含めて就学前教育と捉え、今後、幼児教育センターのより、どこの園や保育所に属していても質の高い幼児教育が受けられるよう取り組むこととしています。
	

	32
	4
	1
	（P4「今後の就学前教育（幼児教育）の充実について」…3年保育の実施について）

・３歳児受け入れや給食、育成会を共同利用することで問題解決になるのではないでしょうか。あるいは３歳児向け保育を行うＮＰＯ法人等を校内に誘致する等鋭意努力をすれば確実な園児増が見込めると思います。

・３年保育の実施園を段階的に、できれば早急に増やせば、特別支援教育が必要な子どもに対し、早期に対応・指導できるのではないか。

・左岸と右岸に1園ずつ3年保育を実施する幼稚園を設けるとある。しかし、その他の園においても、年少をつくるまでいかない園においても、3歳児を対象とした保育活動の充実をお願いしたい。3年保育を一斉に実施するのは無理であるのならば、2年保育の公立幼稚園を待つ3歳児を対象としたサービスの在り方をもっと丁寧に議論していただきたい。その際に、3年保育を利用していない親子が現にどのようにして3歳児を抱えた一年を過ごしているか、また、その地域で内発的に育まれてきた幼児教育の場もっと丁寧に掘り起こし、サービスの不均一性の解消につなげられることを期待する。

・園児数が減少しているので3年保育を実施する事で公立幼稚園の入園希望が増えるのではないかと思うので実施して欲しいです。

・設備の整っている園での早急の３年保育の実施を強く望みます。公立幼稚園は、私立幼稚園を含む全幼稚園をけん引していく立場だと思います。就学前の３年保育が主流になっている昨今、様々な教育・保育の研究を重ねられているからこそ、それを実際に実施し、これからの教育の質の向上に繋がるためにも３歳児からの就学前教育の充実を切に希望します。生きていくのに本当に大切な核の部分を教えて下さっているのは公立幼稚園だと感じています。

・１学級あたりの園児数が少ないのは教育環境が充実しているとは思えません。

公立幼稚園入園希望者の減少をくいとめられるよう公立幼稚園のいいところをさらに深めていただき，質の高い教育が受けられることを望みます。　

仁川幼稚園は３歳児を受け入れる設備も整っています。

３年保育を強く願います。

・３年保育から通えるようになるのは望ましい事だと思います。私の子供は社会性を身につけてほしいと３年保育を考えましたが、公立では３年保育はなく、２年保育も抽選だったため、もし幼稚園に１年しか行けなかったら困ると思い、公立を選択肢から外しました。入園できるかどうかがあやふやだと、親は入園できなかった事を思って私立を視野に入れて選ぶと思います。

・公立幼稚園の３年保育かまたは、３歳児プレ保育の実施（週３回程度）を希望しております。年々公立幼稚園の園児数が減少している一つの原因として、少子化の原因もありますが、私立幼稚園の３年保育化と教育内容が充実されているので、より活性化させているように感じています。公立幼稚園も３歳児のプレ保育などを実施していただきたいと思っております。

・私立幼稚園に通っている方からは、公立に３年保育があれば、ぜひ公立幼稚園に通いたかったという意見をよく聞きます。少子化による園児数の減少のため、幼稚園の適正規模、適正配置の考慮が必要なことは止むを得ないのかもしれませんが、まずは、３年保育の早期実現により、園児数の確保が先決なのではないかと思います。

・３年保育は実施すべきと考えます。幼稚園は学校教育のスタートである以上、保護者の希望に目を向けるだけでなく、むしろ教育機関として子どもの健全な発達のためにどうあるべきかを専門機関として議論し、その実現のために手を尽くすべきだと思います。３歳児にとって集団保育環境は必要なものと考えます。近年増加傾向のグレーゾーンの子どもたちの健全な発達にも寄与すると考えます。

・将来的に３年保育が実施される、と理解してよろしいですか。また「既に設備が整っている園」とはどのような園を指すのか、お教えください。

・私も公立幼稚園での３年保育があれば利用したいと思っている１人です。今後３年保育を実施する計画はありますか。また要望があるのに実現できない理由を知りたいです。

・中山五月台幼稚園が、もし閉園させる様なことがあれば、近隣となると長尾幼稚園になり、通園方法は車許可がおりるのでしょうか。たとえ理論上は単学級に欠点があったとしても、小学校も一緒に行けるお友達と、幼稚園の時から通わせたいです。入学後の登下校の歩く練習も、２年間を通してこの幼稚園の集団登降園で学ばせて頂いています。

個人的な理由ばかりで申し訳ありませんが、どうか無くさないで欲しいと切に願っています。宜しくお願いいたします。

・公立幼稚園の利用者が減少しています。それについては、共働き世帯の増加による保育園の利用者の増加、私立幼稚園の教育内容の充実化等による場合が大きいと考えられます。

方針案の中でも私立幼稚園・保育所に通う人数が記載されており、その人数の増加が著しく指摘されていると感じます。私立幼稚園・保育所の利用者増加には、３年保育・長時間の預かり保育等の利点が公立幼稚園より大きいことが考えられます。今現在、公立幼稚園では預かり保育も実施されていることから、あとは３年保育を１園でも多く実施することができれば、公立幼稚園の利用者の増加も見込めるのではないでしょうか。

・私立幼稚園に行く理由として一番よく耳にするのが、「３年保育だから」です。３歳になり活動的になって、「家でみるのが大変になったから早く幼稚園に入れたい」「同年代の子と交流させたい」「幼稚園に行っている間に働きたい」と思っている親が多いです。小学校の事を考えると、できたら地域にある市立の幼稚園に入れたいが、３年保育がないので私立にしたという話をよく聞きます。

地域の未就園児世帯に、市立幼稚園の詳しい説明や、もし市立幼稚園が３年保育になったら利用するかなどのアンケートをとると、その地域でのニーズが見えてくると思います。私は「３年保育にするなら市立の幼稚園に入れたい」という意見はとても多いと思います。このような希望が多く増員が望めるなら、統廃合を進める前に、設備や環境を整えることをまず優先して検討するべきではないでしょうか。

・公立幼稚園教育の良さが失われることは大変さびしい、公立の３年保育が実現すれば、もっと多くの人が集まると思います。もっと改善していくことが先ではないでしょうか。求める声がある限り、存続の方向へいっていただきたい。よろしくお願いします。

・市立幼稚園の魅力を増大させるには、３年保育の実施が望ましいと思う。これまで３年保育だからという理由で私立を選んでいた方の中から、市立に変更する家庭も出てくると思う。

・長尾幼稚園に通っています。当園は３年保育の実施の対象園となっていると思いますが、具体的にはいつぐらいに実施されるのでしょうか。早期実現を希望いたします。よろしくお願いいたします。

・幼児教育の３年保育の実施について、地域住民の保護者からは強い要望が出ていると思いますが、具体的に、いつ頃から実施して頂けるのか。明記されていないので日程などを教えて頂きたいと思います。

・近年園児の定員が６０人に満たないことは残念ですが、２年保育を３年保育にして、人員確保に繋がらないかと思い、記しました。

・”幼稚園”での３年教育が注目をあびており、３才の時期に沢山の幼児と交わることは私も大賛成ですし、保護者にとっても交流が増えて良い機会になるとは思われますが、３歳児に対する教育は４歳児に対しての教育とは異なると聞いたことがあります。３歳児も（１クラスとして指導できる）教員の養成は進んでいるのでしょうか？

・将来的に３年保育が実施される、と理解してよろしいですか。また「既に設備が整っている園」とはどのような園を指すのか、お教えください。

・定員が６０名ですので、３年保育にすると十分定員に達します。何卒良元幼稚園は存続の意向でお願いいたします。
	【計画案のとおりとします】
　本基本方針の確定後、実施計画として具体的な計画を策定する予定としており、「第3章　今後の就学前教育（幼児教育）の充実について」で示したように、既に施設設備が整っている園での3年保育の実施についても、本基本方針の策定後、実施時期も含めて速やかに実施計画として具体的な計画を策定することとしています。
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	（P2「適正配置の考え方」…通園事情に伴った公立幼稚園の配置について）

・子供の徒歩で通園できる幼稚園は最低限必要です。

・１学年１クラスの園が続いても、短期で廃園・休園を決断するべきではない。やむをえない場合でも通園エリアが広くなる訳なので自転車では、負担にもなるのでバスでの送迎を考えていただきたい。

・単学級の園が統廃合と書いてありましたが、この近くには他に歩いていける幼稚園が無くて、車を運転できない人はどうすればいいのでしょうか？私立幼稚園はバスは来ますがお金がかかるので行けません。もし、五月台幼稚園の廃園を考えていらっしゃるなら、この地域に公立幼稚園のバスを走らせる等の事をしなければ子どもがいる人はこの地域に住みづらくなります。

・統合することにより、園が遠くなる場合、園バスが必要になり、それに対し保育料、諸費用が上がっては困ります。送り迎えの時間が増えることから、保育時間の延長、確実に預かり保育も必要と思います。子育てしやすい宝塚市になるようお願いします。

・できることならば、地域に徒歩で行ける、車ですぐ行ける場所である現幼稚園を残していただきたいです。それが難しいとなるなら近くに使っていない建物を利用して地域に新たに作って頂きたいです。もしくは、今ある幼稚園に車がない人も困らないように、無料で送迎バスを手配して頂きたいです。人数が少なくなったとはいえ、必要とする人たちがいます。どうぞよろしくお願いいたします。


・中山五月台幼稚園が廃校になる事について、もし、廃校になってしまえば、通園できる幼稚園がありません。幼稚園、小学校、中学校は公立に通わせると決めていますので、私学には通わすことは出来ません。スクールバスなどで、他の公立幼稚園へ通園できるのでしょうか。その際、その幼稚園はマンモス校になってしまうのではないでしょうか。どうか、中山五月台幼稚園を残して頂きたいです。

・今の中山五月台幼稚園がもしなくなったとしても、五月台地区に、幼稚園は必要だと思います。最悪、長尾幼稚園へ通う事になる場合は、通園バス、もしくは駐車場の確保をお願いします。

・現在中山五月台幼稚園に通っています。近くに徒歩で通える幼稚園がないため、車で集団登園の集合場所へ連れて行き、そこから徒歩で通っているような状況です。さらに遠くなるのなら、園バスで近所まで来てもらうか、自動車通園でないと通えないです。遠くの幼稚園に通うことは体調が悪くなった時の迎えや、参観等のことを考えると、保護者にはかなりの負担になると思いますし、そのような地域に若い世帯も集まらず、さらに高齢化が進む原因になるのではないでしょうか。

・この中山台地区に公立幼稚園がなくなってしまうのならば、他の地区にある公立幼稚園に通いやすい様に、通園バス等の案が欲しいと思います。

・一番近隣の公立幼稚園との統合とするのであれば、長尾幼稚園になります。しかし、公立幼稚園の選択の基準が徒歩で通園できるところであるならば、中山台ニュータウンの住民には当てはまらないことになります。また車通園ということができたとしても、現在の長尾幼稚園には駐車場などのスペースはなく、実現化できないものと考えられます。

・中山五月台・桜台は山の上にあります。現在この地域に市立幼稚園はたったの１つ。これから五月台・桜台に住もうかと考えている人にとっても市立幼稚園は必要と考えます。近くの私立は定員オーバーで高く、近くの市立は遠くて坂道。４、５歳児を連れて歩いて行くには無理があります。

どうしても廃園を考えるなら市立長尾行きの園バスでも考えてもらえるのでしょうか。それとも阪急バスの定期代でも出してくれますか。

・長尾幼稚園に通園することになれば、徒歩での通園は子ども達では無理であるように思います。保護者のお母様方もみなさんが車の運転をされる方ばかりではないので、通園バス等ない限り、この中山五月台・桜台地域からの通園は、子ども達にもお母様にも厳しい様に思われます。中山五月台幼稚園の存続を何卒お願いいたします。

・環境の良い五月台幼稚園に子どもを入園させたいと考えていましたし、公立の幼稚園がなくなるなら近くの私立幼稚園へと決めたところで確実に入園できる訳でもないですし、是非とも存続させて欲しいです。近くの公立幼稚園となると長尾になりますが、通園バスとか（無料）走らせてくれるのでしょうか。

・公立幼稚園を希望する方が通うことができる環境づくりができてほしいです（園バスを出すとか）。

・中山五月台幼稚園が閉園になるにしても近くに公立幼稚園が無いのは厳しいです。公立幼稚園にいけるように無料バスを出すとか近くにまた公立幼稚園を作ってもらわないとこの辺の人は困ると思います

・統合された近隣園が通園圏内にある地域ばかりではなく、実質公立園に通えなくなる子どもも出てきます。その場合の対応も併せて検討すべきではないでしょうか。（有料スクールバス、駐車場の整備等)
	【計画案のとおりとします】
　本基本方針の策定後、実施計画として具体的な計画を策定する予定としており、その中で検討すべき課題であると認識しています。
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	全般
	
	（基本方針全体…まちづくりという観点からの公立幼稚園配置について）

・もし中山五月台幼稚園が廃園になったら、危惧されることは中山台ニュータウンの高齢化の加速です。教育機関が充実しているかどうかは、新しい住民（子育て世帯）を誘致する重要な要素だからです。

・基本方針により適正化を進めるにあたって、行政が一方的に進めるのではなく、パブリック・コメントで出された意見を真摯に受け止め、地域の意見として出された問題について地域との話し合いを重ねて慎重に進めていただきたい。

・「まちづくり」としての視点が、あまり感じられません。「適正規模及び適正配置」という視点でのみ判断されてしまうと、我がまち（中山台ニュータウン）の公立幼稚園は間違いなく廃園となってしまうでしょう。山の自然を最大限にカリキュラムに生かし、他園ではできない保育を実践している幼稚園こそが、高齢化の進む我がまちに若い世代を呼び込める大きな可能性なのです。今園児が集まらないのは、3年保育がないからにすぎません。私たち中山台コミュニティ子ども部会は、このまちに若い世帯を呼び込むために、子育て支援活動に大きな力を注いできました。そして当地域の中学校が荒れた時期を契機に地域を挙げて学校教育の幼少中の連携をも応援してきました。このまちの将来をなくさないでいただきたい。園児達がいつも遊び場にしていた「お山」は何十年と園児たちが関わってきたからこその教育的「お山」なのです。一度なくしてしまったら、ただの山になってしまいます。どうぞまちづくりとしてもお考えいただきますよう、お願い致します。

・「まちづくり」の視点がない。幼稚園がない小学校がないでは子育て世代に魅力がない地域となりますます高齢者だけのまちになる。小学校区でまちづくりを進める宝塚市なのにこの計画ではその視点を欠いている。盛り込むべきである。

・今後具体案を提示する前に、市としてまちづくり協議会を中心に住民に説明するべきである。当事者は入学前の子供や保護者だけではない。これまで校区変更などの様々な問題を行政は決定してから市民に説明したことから要らぬ混乱と行政不信を増幅してきた事例がある。「参画と協働」をうたう宝塚市では今後廃園などの具体的な提示前から、説明と意見調整に努めるべきである。

・中山という地域から幼稚園がなくなるのは大変困ります。若い方に子育てをしながら居住してもらって、街を形成していかなければ地域が衰退するばかりです。いろいろな世代の方が住まなければ、１つの街としての意味がありません。年寄りばかりの町では困ります。子育てに優しい地域であって欲しいものです。市立幼稚園の存続を切にお願いします。

・固まってしまった街（高齢化）に、若い人たちに選択肢が与えられるよう街づくりの観点からも考えてほしいと思います。

・「まちづくり」という観点から見てもとても冷たいものを感じました。私どもの地域中山台ニュータウン）も、ご多分に漏れず少子高齢化が進んでいます。地域の未来を考える時、若い世代を呼び込むことがとても大切です。そのためにも若いファミリーが住みやすい、子育てのしやすい地域であることです。この地域に２つあった公立幼稚園が既に１つになってしまっています。この資料によるとまたもや、園児数が少ない幼稚園という理由だけで、廃園にされるという危機感を感じます。

・中山台ニュータウン地域における、若い世代の呼び込みの手段の１つになりえる。そのためにも、中山台ニュータウンには保育・幼稚園の融合した認定こども園を配置することを求める。地域の将来構想を踏まえた施策が求められている。財政困難ではあるが、１つの点を成功させることで、面に広がる要素を含んでいるのが、今回の適正配置ではないないか。

・若い世代に対して情報発信することで、地域が再評価され、地域の活性化に貢献できる大きな資源となる。行政にあっては、目前の対応ではなく宝塚市に若い世代を呼び込む観点からの「まちづくり投資」との考察をしていただきたい。
	【計画案のとおりとします】
「まち」を構成する上で、公立幼稚園だけではなく、小学校、中学校などの公共施設の有無は、まちづくりの視点から大きな要素になるものと認識しています。

他方、幼児教育を含む学校教育は、一定の園児数や学級数があることにより、子どもが集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、一人ひとりの個性や能力を伸ばすことから、一定の園児数や学級数が必要です。
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	1
	（P3「今後の進め方」…計画の進め方について）

・幼稚園の適正規模・適正配置の今後の進め方においてそれぞれの適正とする数値が揚げられていますが、具体的にいつ頃までをめどにしているのでしょうか？

・１今後の進め方（１）既に小規模化が著しい園にある「早期に統廃合を進めるよう具体的な計画を策定する」とありますが、その「早期」とは、平成２９年度募集に関わるのでしょうか。
	【計画案のとおりとします】
既に小規模化が著しい園については、早期に統廃合を進めるよう具体的な計画を策定することとしており、本基本方針の確定後、時期も含めて速やかに実施計画として具体的な計画を策定することとしています。

　したがいまして、現段階で時期が決まっているものでありません。
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	（基本方針全体…小規模化が著しい園などに関する具体的な計画について）

人数が少ないからという理由で廃園するのならば、ただ人数が入力されたデータを見て判断しただけで、何も子供達の事、またそこに生活する子育て世代の事は考えない宝塚市になって残念というか、何の為に宝塚市立の幼稚園が作られたのでしょうか。
	【計画案のとおりとします】
幼児教育を含む学校教育は、一定の園児数や学級数があることにより、子どもが集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、一人ひとりの個性や能力を伸ばすことから、一定の園児数や学級数が必要です。

このように、市立幼稚園は教育施設でもあることから、子どもの育ちの視点から協議、検討を重ねた結果の適正規模及び適正配置としています。
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	（基本方針全体…策定における視点について）

・市立幼稚園の削減ありきの議論になっており、現状を改善し園児増への努力が欠落している。魅力を大いに発信し、充実した保育の公立幼稚園が賑わうことは、ひいては宝塚市への移住者を増やし財政も潤うことに直結すると思います。小浜幼稚園を例にとれば、隣接する小浜小学校と連携し空き教室利用による３歳児受け入れや給食、育成会を共同利用することで問題解決になるのではないでしょうか。あるいは３歳児向け保育を行うＮＰＯ法人等を校内に誘致する等鋭意努力をすれば確実な園児増が見込めると思います。
・公立幼稚園というのは、地域密着で歩いて誰もが通うことができる所だと思う。地域に密着だからこそ小学校や中学校との連携もとれる。障がいを持った子供も通うことのできる親にとってありがたい所なのです。少人数学級だからこそ個々をしっかりとみていただける安心感がある。私立幼稚園のように三年保育を行うこと、預かり保育を充実させること、公立幼稚園ならではの良さを市も公立幼稚園ももっと市民にアピールする必要がある。

・基本方針には、市立幼稚園の園児減少のなか、子どもたちが等しく、望ましい教育を受けるために適正な規模の園を適正に配置するとあります。１学年複数学級、１学級２０人以上が望ましいという理由は理解できます。しかし、今まで積極的に増員の努力をせずに、なぜいきなり「小規模化が著しい園は早急に統廃合を進める」になるのでしょうか。「宝塚市幼稚園教育審議会答申書」や「宝塚市立幼稚園のあり方研究プロジェクトまとめ」に、園児数を増やすための計画案や増員の努力をしたとの記述が全くありません。市として財政困難になってきたから幼稚園の数を減らしたいだけではないかと疑いたくなります。「子どもに望ましい教育を受けさせるため」の適正な規模が必要なら、統廃合を検討する前に、まず増員のため最大限の努力をするべきだと思います。

　同じ地域の未就園児のいる親から、「この地域に市立の幼稚園があるのを知らなかった」「幼稚園の場所を知らない」「車での通園は絶対だめだと思っていた」「市立でも預かり保育してるんだね」というような意見をたびたび聞くことがあります。まず、市立の幼稚園の存在を知らない、もしくは詳しく知らない、その時点で私立の幼稚園に流れていっている現実があります。もっと地域の人に市立幼稚園の存在や良さを徹底周知する必要があると思います。

・幼稚園というのは「子どもが主役」であり、地域にとって必要、そして地域連携の核であると、私は思います。それを定員割れしているから廃園にし、合併させようというのは安易な考えではないかと思います。廃止する際に子どもが増加している可能性だってあります。幼稚園を少なくしたところで結局費用の高い私立幼稚園に行かざるを得ない環境になるかもしれない。ならば、園を少なくする事を考えるより、どうすれば宝塚の公立幼稚園に子ども達が集まってくれるかを考えるかを考えるべきだと思います。忘れてはならないのが、廃園になる事で悲しむ親、そして子どもがいる事。幼稚園を運営する上で大切なのは、金銭面ではなくこれからの未来を担う子ども達のための場所を地域で作り上げていく事だと思います。

・私立と同じく公立にも個性があり、せめて私立か公立かと選択できるよう、配置すべきだと思います。まずは各園の特長をもっと対象者へ発信し、知ってもらうことも必要ではないでしょうか。

・市立幼稚園数を減少させて適正数へと合わせることよりも、入園希望幼児数を増やす取り組みについても、考えて頂きたいです。

・公立も給食が食べられたり午後保育を充実したりするなど、子ども達を集める工夫をしてみてください。時代に合った内容になると、私立に行かせずに公立に人が集まると思います。

・老若の経済格差が増える中、公立の幼稚園はこの山の中にも必要です。私学との差別、特性などを生かした取り組みをする事で、入園者も増えるのではないですか。

・中山台ニュータウンは山の上でもあり、ある程度西谷と同じように考えて頂きたいです。休園・廃園を決める前に、地域の人の支援、裏山などの環境の良さをアピールし、地域外の人が魅力を感じて通ってくるような、そういう道も考えて下さい。
	【計画案のとおりとします】
　市立幼稚園では、園ごとに園ホームページを開設し、それぞれの取り組みや日々の教育活動などを紹介しています。この他、毎年4月に開催される「花と緑のフェスティバル」では市立幼稚園のブースを設けて、ホームページ同様に市立幼稚園の活動を紹介するほか、毎年、夏季休業期間中、市役所の1階市民ホールでパネル展示を行うなど、積極的なＰＲ活動を進めているところです。

　今後も引き続き、市立幼稚園の取り組みについて周知するよう努めて参ります。
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	全般
	
	（認定こども園設置のご要望）

・幼稚園入園前の保育教育と集団環境設定の必要性を痛感しました。０歳児期からの継続した保育・幼児教育機関設置が必要です。

この地区に保育所ができないのが理解できなかった。今、ただ一つ残った五月台幼稚園の存続を切に願います。さらに、働く母親が増えている現状をふまえて「幼児教育と保育を一体的に行う幼児子ども園」の設置を希望します。

・若い人たちが子どもの保育の心配なく子育てができる環境が必要だと思いますので、保育園と幼稚園を一緒にした子ども園のようなものに発展させていってほしいと思います。

・確かに、公立幼稚園の就園率は下がっているが、私の様に公立幼稚園に行かせたいと望んで来られている方ばかりの中で通っている。保育所需要が高まっているのなら、認定こども園をするべきではないか。公立に行きたいが仕事をしているためやむなく保育所を探す方も、私のまわりにたくさんいた。人数が減っているから幼稚園数を減らすのではなく、現在のニーズに合わせる努力も必要ではないか。特に中山五月台は交通利便性の視点、考慮が必要な幼稚園である。ここをなくしてしまうと、徒歩で通える公立幼稚園がなくなってしまう事になる。

・一定距離の範囲内に公立幼稚園が配置されることが望ましいと書かれているように、他の幼稚園に通園が不可能である場合は、統廃合するのではなく、残していけるような案を考え、たとえばこども園のような形に変え、他の地域からも来てもらえるように人口の移動があるようなことを考えてほしい。

・中山五月台地域にも、西谷地区と同じように「認定こども園」として公立の施設を残していただきたいと、切に希望いたします。確かに、中山五月台幼稚園の人数は減少傾向にあり、各歳児ともに単学級となりました。この地域の子ども達が、保育園や３年保育のある私立に流れている現状があります。共働き家庭や未就園児のいる家庭には、保育園や３年保育の要望が高いです。だからこそ、「認定こども園」にしていただきたいです。

・子どもの人数が少ない園の統廃合を進めると、近くには私立幼稚園しか残らないので、公立に通うことを希望している家庭にとって不便だと思います。現在子どもの少ない園に関しては、認定こども園として運営し、１号認定の子どもと２号認定の子どもを一緒に保育することで、人数を増やすという見方はできないのでしょうか。
	【計画案のとおりとします】
市立幼稚園における認定こども園を実施する場合、幼稚園における教育時間とそれ以外の保育に要する時間に分けた保育室が必要となり、現行の公立幼稚園の園舎規模での認定こども園化は困難です。

また、保育所における待機児童の解消等のために公立幼稚園の認定こども園化へのご要望がありますが、保育所等では、0歳児から2歳児に待機児童が集中しており、幼稚園の年齢層である3歳児以上については、待機児童はありません。したがいまして、公立幼稚園における認定こども園については、待機児童解消には繋がらず、現在のところ認定こども園への移行は考えておりません。
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	（中山五月台幼稚園について）

・教育や保育だけでなく、６地区全体の町の発展のため、若い人に移住してきて貰えるように、公立幼稚園の存続を強く要望致します。

・子どもを安心して預けられるところが近くにないと、働き続けることは無理です。若者には生き生きと働いてもらいたいですし、国の宝である子ども達も元気に育って欲しいです。幼稚園、保育園が近くに無く遠くまで送迎しながらではとても働けません。若い人々が中山には住んでくれないです。子ども達、若い人々、年配の皆この地域で安心して暮らしていける一端として、幼稚園、保育園、介護施設等はこの町にはぜひとも必要だと考えます。

・パブリック・コメントを読んで何度も保・幼・小・中の連携とあるが、今後、小・中一貫教育をしていくつもりなのかお聞きしたい。もし小・中一貫を進めていくのであれば、幼・小・中一貫にできないものか。小中学校の生徒数減少もあり、地域の少子高齢化が進んでいる。町づくりとして子育て世代にたくさん来て頂く必要があると思うので、モデル的に小学校の空いている部屋を活用し、幼稚園をそこへ移し、給食の開始や認定こども園にしていくことを含めて考えて頂きたい。そうなればこの地域に魅力を感じ、来る人も増えるのではないか。

・中山五月台幼稚園に保育園を併設して、総合育児施設とする

①認定こども園、②育児センター、③小児医療センター、④近い将来は老人施設も併設するようにする。

五月台小、桜台小を合併し、五月台小を施設として使用する。健康、福祉センターとしても使用する。

運営については、官民共同経営とし、社会的信用を得ることが望ましい。

・息子を通わせようと思いました。選択肢を狭めないでください。

・中山五月台幼稚園は中山台ニュータウン（主に中山台、桜台、五月台）に住んでいる子どもたちが坂道を歩いて通っています。もし廃園になると、この地域の公立幼稚園に通いたい子どもたちはどこに通うのでしょうか。歩いて通える公立幼稚園はありません。地域の方対象の意見交換会をしていただきたいです。

・通える幼稚園が少ない、バス通園もあるけどお金の負担も大きくなると、子どもを通わせるのは難しくなる。質の高い幼児教育を考えられるのはありがたいのですが、幼稚園がなくなると我が家の子どもは、やめることしかできなくなると思います。

・自分の子どもを市立の幼稚園に通わせたい、地域の未就園児の世帯、これから子どもができる世帯にも市立幼稚園の良いところを知ってもらいぜひ入園を勧めたいと強く願っています。そのためにもこの地域に市立幼稚園を残してください。財政上の問題、小学校の問題、現在の設置場所の問題など、きっと基本方針にある人数減少の問題だけではないと思いますが、市立幼稚園の存続を強く希望している親子がいるということ、今の市立幼稚園がなくなるとたちまち行く幼稚園がなくなってしまうこと、その事を知っておいてもらいたいです。存続するためには今後３年保育は必要不可欠だと思います。またこの地域には保育所がないのでこども園のニーズも出てくると考えられます。それを見越して、安全で広い場所に幼稚園の場所を移転させることも検討して欲しいです。目先の財政難だけをみるのではなく、この地域の子ども、これから生まれてくる子ども将来のために長い目で考えてください。どうかよろしくお願いします。

・今通っている公立幼稚園がなくなってしまうと、私立幼稚園に通うのは金銭的に余裕がないですし、仮に同じ公立の長尾幼稚園に通うとなると、距離があるため、通園する手段がないです。

どうか公立幼稚園が存続出来ますようお願いいたします。

・幼児教育充実のため、存続を希望します。しかし基本方針を点検しながら、必要な見直しを希望します。

・幼稚園を残し小学校との連携を図り、早朝・延長保育への対応。

・従来の幼稚園の保育時間の延長を確保する事で、園児数拡大へと繋げる。

・３歳児クラスへのお試し保育時間を増やし、３年保育への実現へと結びつけてもらいたい。

・支援級の児童たちのハードルを下げ、地域でその子たちが安心して通園、通学できる環境づくりもお願いしたい。
	今後の施策展開の参考とします。
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	全般
	
	（良元幼稚園について）

・良元幼稚園が廃園になるととても困ります。自宅から通う幼稚園がかなり遠くなり、仁川幼稚園もしくは末成幼稚園に通わせるのであれば私立のめぐみ幼稚園を検討しなくてはなりません。私立の幼稚園へ通わせるには金銭的にも負担が大きいため子供たちを公立の幼稚園へ通わせています。小規模でアットホームな幼稚園だからこそ園児や先生、小学校とのつながりもある良元幼稚園が私たち夫婦だけでなく子供たちにとっても必要不可欠な存在です。何とか廃園にならず、次女も良元幼稚園に通わせてください。

・良元幼稚園では、規模が小さい事で先生皆さんに我が子の事を把握していただけて、とてもありがたく、安心できました。異年齢の交流が多い事で、年中は年長へのあこがれを抱き、年長は年中を守り、お世話するなど見られ、きょうだい間でもなかなか育たないかもしれない小さいうちからたくましい気持ちが育てられ、とても良かったと思っています。このような園がなくなるのはとても残念な事です。なんとか、残していただけたら…と願います。

・良元幼稚園は年々人数が少なくなっているとのことですが、地域密着型の園で、お隣の良元小学校とも交流がありますし、きょうだいで利用されている方も多いです。私の子は宝塚市の保育所に通いましたが、人数が多く、先生や友達からもあまり声をかけられず、通園を始めてからチック症状が始まりました。他のお母さんから良元幼稚園は先生もお母さん方も親身になってくれるとのことで、年長の夏から移りました。保育所でチック症状が出だしてから、学校の門をくぐると全く口を開かなくなり、体も動かせなくなりました。良元幼稚園に移ってもしばらくそのような状況が続いていましたが、卒園前のお遊戯では動いたり、多少声も出せるようになりました。良元幼稚園の先生方のお陰で普通の生活が行えるようになってきています。少人数だからこそ、親身にして頂けたり、一人ひとりが小学校に入学するまでのステップとして必要なことをしていただけていると思います。

・良元幼稚園は元々１クラスしかない園だったのですが、そこが良くて近くの方もとても通いやすかったと思います。アットホームな園でしたし、先生達もとても良くして頂いたので、良元幼稚園はそのまま置いてほしいと思います。
	今後、具体的な計画を策定する際の参考とさせていただきます。
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	（P3「今後の進め方」…統廃合後の通園にかかる負担軽減策について）

　長尾南幼稚園は第２章３ページ１の（２）（３）の該当園であるが、具体的な計画とは（統廃合を含め）どのようなものであり、実施時期はいつ頃になるのか概要を知りたい。もし統廃合を検討しているのであれば、以下の理由で存続を希望します。

・現在の園児数が市内の他園と比べて少ないものではない。また、近隣幼稚園（長尾・丸橋）の在園児が多いため、統廃合された場合、入園できない児童が出る可能性がある。

・現在の１２園が７園に統廃合になった際、通園範囲が広域になり、未就園児連れの保護者の負担が大きくなる。
	【計画案のとおりとします】
　本基本方針の確定後、時期も含めて速やかに実施計画として具体的な計画を策定することとしています。通園範囲が広範となる場合についても、原則として、保護者による通園をお願いしていますが、保護者の負担等も勘案し、具体的に検討したいと考えています。
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	全般
	
	（統廃合後の経済的な負担軽減策について）

基準に適合しない、自宅から近い園が廃園になると、非常に困ります。私立幼稚園より保育料が安く、徒歩で通園でき、校区内の繋がりができる場なので、校区内で市立幼稚園がなくなるのは本当に困ります。
	【計画案のとおりとします】
本市の就園希望者の受け入れについては、義務教育である小中学校のように、市内全ての児童生徒の受け入れを想定したものではなく、公私立幼稚園が連携して就園希望者の受け入れを行っています。したがいまして、全ての幼児を公立幼稚園で受け入れするものではございません。

そのため、私立幼稚園就園奨励費により、保護者の所得に応じて補助金を交付しており、私立幼稚園への就園に伴う保護者負担の軽減に努めています。
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